
過去の類似業務の実績により評価する。

・ビジネスマナー、履歴書の書き方、キャリア形成に
関するセミナー等研修業務を行ったことがある。１
点（対象を女性に限定している場合+１点）
・合同企業面接会等、求職者と企業のマッチング
業務を行ったことがある。１点（対象を女性に限定
している場合+１点）
・その他就労支援業務を行ったことがある。１点

5

要求水準書を踏まえた上で、効果的な人員配置
体制となっているか。

・業務の実施に十分な人材を確保しているか。
・緊急時の連絡等の体制が十分か。

10

⑴コース及び目標の設定
・コースの概要や人数の設定は適切か。
・参加者数の目標値は実現性があるか。

・創意工夫が見られるか。
・目標値は、実現性があり、より大きいものを評価
する。また、正社員を目指すコースの人数がより多
いものを評価する。

10

⑵研修内容

・各コースに応じた採用に繋がる内容であるか。
・各コースの研修内容の違いの意図は明確か。
・研修時間、日数、１日当たりの時間数は合理的
か。

・参加者に応じた無理のないコース設定か。
・採用に繋がる効果的な内容であるか。
・日数や１日当たりの時間数は適切か。
・外部研修は各コースに応じた合理的な計画がな
されているか。

15

⑶マッチングイベント
合同企業面接会、個別面接会等のマッチングイベ
ントは効果的か。

・創意工夫が見られるか。
・合同企業面接会、個別面接、採用担当者との
意見交換会のセッティングなどミスマッチを防ぐ内容
となっているか。

10

⑷企業開拓方法
参加者に応じた、女性が就労を継続しやすい企業
開拓となっているか。

女性の育成及び登用、職場環境の改善等、女
性の活躍の推進に積極的に取り組む企業を開拓
するような、効果的な方法であるか。

5

⑸就職支援及び定着支援
就職支援及び定着支援の内容は効果を期待で
きるものか。

・創意工夫が見られるか。
・一人ひとりに寄り添った効果的な個別サポート等
を検討しているか。

10

⑹広報活動方法
設定する参加者数を確保するために効果的な広
報活動ができる内容か。

・設定する参加者数を確保できる手段であるか。
・事業の対象者に併せた有効な方策を検討してい
るか。
・分かりやすく親しまれやすい事業名称（愛称・通
称）が提案されているか。
・プレスリリース等費用対効果がより高いものを評
価する。

15

⑺実施時期及び実施場所
参加者及び参加企業に配慮した合理的な時期
や場所となっているか。

・創意工夫が見られるか。
・広報開始から実施までの期間は十分であるか、
駅から近い場所であるか、企業が参加しやすい時
期であるか。

10

要求水準書を踏まえた上で、効果的なスケジュー
ル設定となっているか。

・設定理由が明確になっているか。
・多くの参加を見込めるスケジュールが設定されて
いるか。

10

・・・① 100

【５段階評価】

Ａ 当該項目に関して特に優れている ⇒各評価項目の配点×1.0

Ｂ AとCの中間程度 ⇒各評価項目の配点×0.8

Ｃ 当該項目に関して優れている ⇒各評価項目の配点×0.6

Ｄ CとEの中間程度 ⇒各評価項目の配点×0.4

Ｅ 要求水準を満たしている程度 ⇒各評価項目の配点×0.2

評価基準 評価のポイント

見積金額の妥当性を評価する。

・価格評価点
＝２０点×（全提案中最低の見積金額／提案者が示す
見積金額）（小数点以下切り捨て）
※ただし、提案額が見積限度額を上回る場合は、その参
加者の提案を不採用とする。

工程表

仕様評価点　　合　計

項　　目

配点
評価

（Ａ～Ｅ）

各委員の提案等に関する評価点（①）の合計・・・②

業務実施体制

提
案
内
容

令和５年度女性就労支援事業実施業務提案評価書

項　　目 評価基準 評価のポイント（例示）

類似業務実績

評価点

総合評価点
各委員の提案等に関する評価点の合計＋事業費（見積金額）に関する評価点）の合計・・・（②＋③）

価格評価点…③

価格評価点（事務局記載）


